
外国につながる子どもたちの
大学進学
樋口直人（徳島大学）

稲葉奈々子（上智大学）



報告の趣旨
•文科省における帰国生と外
国人の扱いの差。その意味
で、文科省チームの報告は
画期的

•「学歴」全体でみたときの
格差縮小傾向、「学校歴」
でみたときの大きな格差

＞＞格差是正は、高等教育の
「多様性」の問題からも必須
だが、今の大学改革では欠落
した視点。国勢調査と南米人
調査のデータから、この問題
を考える。



日本の教育制度と国籍間進学格差

• 移民の家庭環境による不利を補う制度の有無

－低年齢から学校に通う国の方が進学率は高い：日本は普通

－進路選択の年齢が高い方が進学率は高い：定時制から進学できる日本は有利

• 経済的不利を補う制度の有無

－学費が安いか奨学金が充実している国で進学率は高い：日本は不利

－大学入学の選抜性が低い国で進学率は高い：学費安の国公立の選抜性が高い日

本は不利



１ 制度の影響



高校から大学へ：上昇11人、低下3人
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２ 国籍間の分岐



国籍間比較：19－21歳の就学状況（2010年）
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親世代の学歴と子世代の大学在学比率(%)
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３ 国籍内の分岐：アルゼン
チン、ペルー系移民の経験



親の学歴と高校・大学進学(%)
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親の職業と高校・大学進学
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家庭状況の安定性と進学
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2回以上の移動と進学
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４ 大学進学と入試方法



大学進学と入試：一般12、特別19 
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大学進学はいかにして可能なのか

•大学入試におけるメインストリーム（一般入試）以外の経路の活用

•社会経済的地位に恵まれた親の元で育つのでなければ、高校進学の段

階で特別入試のような制度を利用することが必要。大学進学も同様。

•上位校として「エリート選抜」の度合が高まるほど、受験学力のみに

よる入試の比重が高まっていく。

•制度の間隙は、下位ないし中位校までで、上位校は閉鎖的なまま。



結論：移民から見た日本の大学教育
•移民第二世代での転落と上昇：東アジア＝変化なし、ベトナム＝上
昇、フィリピン・南米＝下向移動。第二世代に対して機会を閉ざす側
面が強い国としての日本。不利な家庭環境の解決は重要だが、教育政
策の範疇を超えてしまう。

•入試の多様化の「意図せざる結果」：特別入試は外国人の大学進学を
促進。宇都宮大では外国人特別入試を導入、しかし国公立上位校は一
般入試に固執。

•米国の有力大は「多様性に配慮した入試」を擁護するため、8万人規
模の調査を実施。フランス政治学院では移民向け入試を導入、ペー
パー試験を廃止予定。

＞＞日本の大学政策は競争力向上だけ謳い、海外有力大から多様性の
確保という観点を学ばなかった。「帰国子女」の先例があるのだか
ら、国公立上位校が入試に多様性の観点を導入することは可能。
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